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初級前半の問題Ⅰが 10 問、初級後半の問題Ⅱが 11
問、中級前半の問題Ⅲが 9 問、中級中盤の問題が 8
問である。
⑵　実施方法
読解クイズは 2016 年春学期中に 2 回実施した。1
回目は学期開始時に（以下、1 回目という）、2 回目



























さらに、設問ごとに 1 回目と 2 回目の得点を足し、
2 回分の設問の満点で割り、全体の得点率を出した






























N 5 7 中国 4、韓国 3
N 4 12







N 3 12 中国 4、韓国 5、フランス 3
N 2 12

















報総合の問題であった。得点率 1 位と 2 位は 96. 1%





高い設問 3 問は次のとおりである。1 位は狭い範囲
の情報総合で、61. 8%、2 位は語の類推で 50. 0%、3
位は広範囲の情報総合で 46. 1%であった。また、得
点率の低い設問 3 問は、初級問題Ⅰでは、1 位が
語の類推で 27. 6%であった。2 位は文脈の把握（タ
イトルをつける）、3 位は文脈の把握（接続詞の補
充）で、それぞれ 36. 8%、39. 5%であった。初級問
題Ⅱでは、語の類推で 18. 4%、広範囲の情報総合で




中級問題Ⅲの得点率の高い設問 3 問は、1 位文脈
の把握（接続詞の補充）で 83. 3%、2 位段落内の情





推 61. 5%、情報総合（指示詞の内容）56. 3%であっ
表 3　初級問題Ⅰ 得点率および 1・2 回目得点率の差
得点










1 情報総合 指示詞「それ」の内容 96. 1 97. 4 94. 7 ︲2. 7 10 
2 情報総合 指示詞「その日」の特定 65. 8 31. 6 100. 0 68. 4 1 
3 情報総合 「体にいい」とは 64. 5 44. 7 84. 2 39. 5 3 
4 類推（語） 「主婦」意味 61. 8 50. 0 73. 7 23. 7 5 
4 類推（文脈）文完成　文の後半をつくる 61. 8 34. 2 89. 5 55. 3 2 
6 情報総合 広範囲の情報を総合する 57. 9 55. 3 60. 5 5. 2 8 
7 情報総合 広範囲の情報を総合する 43. 4 36. 8 50. 0 13. 2 6 
8 文脈の把握 接続詞を補充する 39. 5 36. 8 42. 1 5. 3 7 
9 文脈の把握 タイトルをつける 36. 8 36. 8 36. 8 0. 0 9 
10 類推（語） 「外食」の意味 27. 6 10. 5 44. 7 34. 2 4 
表 4　初級問題Ⅱ 得点率および 1・2 回目得点率の差
得点
率順 設定課題 内　　容 得点率
1 回 目 
得 点 率
2 回 目 
得 点 率
1 回 目 




1 情報総合 狭い範囲の情報を総合する 61. 8 47. 4 76. 3 28. 9 4
2 類推（語） 「診察」の意味 50. 0 42. 1 57. 9 15. 8 8
3 情報総合 広範囲の情報を総合する 46. 1 23. 7 68. 4 44. 7 2
4 類推（文） 「遠くの親戚より近くの他人」の意味 44. 7 34. 2 55. 3 21. 1 7
5 類推（文） 文完成　文の後半をつくる 35. 5 21. 1 50. 0 28. 9 4
5 情報総合 指示詞「こんなとき」の内容 35. 5 23. 7 47. 4 23. 7 6
7 文脈の把握 接続詞「それで」の補充 34. 2 10. 5 57. 9 47. 4 1
7 類推（句） 「都会の人は冷たい」の意味 34. 2 13. 2 55. 3 42. 1 3
9 情報総合 広範囲の情報を総合する 18. 4 15. 8 21. 1 5. 3 9
9 類推（語） 「心細い」の意味 18. 4 18. 4 18. 4 0. 0 10
表 5　中級問題Ⅲ 得点率および 1・2 回目得点率の差
得点










1 文脈の把握 接続詞「しかし /でも」補充 83. 3 75. 0 91. 7 16. 7 2 
2 情報総合 段落内の情報を総合する 73. 8 63. 3 84. 2 20. 9 1 
3 情報総合 広範囲の情報を総合する 71. 9 70. 8 72. 9 2. 1 6 
4 類推（語） 「変化」の意味 62. 5 54. 2 70. 8 16. 6 3 
4 類推（文） 文完成　文の後半をつくる 62. 5 64. 6 60. 4 ︲4. 2 9 
6 類推（語） 「生の音楽」の意味 58. 3 54. 2 62. 5 8. 3 5 
7 類推（語） 「送金」の意味 49. 0 41. 7 56. 3 14. 6 4 
7 情報総合 広範囲の情報を総合する 49. 0 47. 9 50. 0 2. 1 6 
9 文脈の把握 タイトルをつける 32. 3 31. 3 33. 3 2. 0 8
表 6　中級問題Ⅳ 得点率および 1・2 回目得点率の差
得点 










1 文脈の把握 タイトルをつける 68. 8 64. 6 72. 9 8. 3 7
2 類推（文） 「机の上では勉強できない」の意味 61. 5 54. 2 68. 8 14. 6 5
3 情報総合 指示詞「この結果」の内容 56. 3 52. 1 60. 4 8. 3 7
4 類推（文） 文完成　文の後半をつくる 53. 1 47. 9 58. 3 10. 4 6
5 類推（語） 「平等」の意味 50. 0 37. 5 62. 5 25. 0 1
5 情報総合 広範囲の情報を総合する 50. 0 41. 7 58. 3 16. 6 4
7 類推（語） 「思いやる」の意味 25. 0 12. 5 37. 5 25. 0 1





範囲の情報総合で 49. 0%、語の類推で 49. 0%であっ
た。中級問題Ⅳでは、文脈の把握（接続詞補充）











































































































⑵　読解クイズ 1 回目と 2 回目の得点率の差
 4 ．で述べたように、読解クイズは、学期開始時
に 1 回目、終了時に 2 回目を実施し、その得点率を
比較し、差を観察した。
⒤　初級問題 1 回目と 2 回目の得点率の変化
初級問題ⅠとⅡの 1 回目と 2 回目の得点率の差
を表 3、表 4でみる。表の右端の列が得点率差の順
位である。初級問題Ⅰの 2 回目で得点率が上がっ
た 3 問は、1 位が情報総合（指示詞の内容）、2 位が
語の類推、3 位が段落内の情報総合で、それぞれ、
68. 4%、55. 3%、39. 5%上昇した。初級問題Ⅱの 2 回
目で得点率があがった 3 問は、1 位が文脈の把握（接
続詞の補充）、2 位が広範囲の情報総合、3 位が句







は 5. 3%、語の類推は 15. 8%の上昇であった。
ⅱ　中級問題 1 回目と 2 回目の得点率の変化
初級同様に、表 5、表 6から中級問題における
1 回目と 2 回目の得点率の変化を確認する。中級問
題Ⅲの 2 回目のクイズで得点率が上がった 3 問は、
1 位が段落内の情報総合、2 位が文脈の把握（接
続詞補充）、3 位が語の類推で、それぞれ、20. 9%、










ⅲ 　読解クイズ 1 回目と 2 回目の得点率の変化か
らみられる設問の特徴　


























































































と も だ ち
達も心
し ん ぱ い
配して時
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